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1 はじめに
モバイルアドホックネットワークは，アクセスポイ

ントなどのインフラストラクチャを必要とすることな
く，移動体端末を用いて，一時的かつ，動的に構成さ
れるネットワークである．モバイルアドホックネット
ワークを構成する端末は頻繁に移動するため，端末間
の経路も頻繁に構築 (探索)する必要がある．通常，こ
のような経路探索にはフラッディングが用いられるが，
近年，端末の位置情報を利用してフラッディングを行う
領域を狭めることで，経路探索に必要となるメッセー
ジ数を減少させる方法がユニキャストを中心に提案さ
れてきている [1, 2]．
一方，端末の位置情報を利用して特定地域内に位

置する全端末へのブロードキャスト配信 (マルチキャ
スト配信)を行う方法もいくつか提案されてきている．
文献 [3, 4]では geocastとよばれる方法を提案してい
る．特に文献 [3]では，文献 [1]で提案している，位置
情報に基づくユニキャスト経路発見プロトコルである
LAR プロトコルと本質的に同じ方法で，特定地域へ
のマルチキャスト通信を実現している．LARではある
端末がパケットを転送する隣接端末を，位置情報を元
にある一定のエリア内に位置する端末のみとしている
が，この方法では，端末の存在割合に応じて経路発見
の成功率が大きく異なる可能性がある．
本稿では，特定地域でのマルチキャスト配信におい

て，あらかじめ把握している隣接端末の位置情報を用
いて，宛先地域に近い定数個の端末にのみ転送するこ
とで，端末の存在割合によらず経路発見の成功率をあ
げる方法について検討を行う．また，宛先地域が複数
ある場合のマルチキャスト木構築方法についても検討
を行う．

2 提案手法
本稿において，モバイルアドホックネットワークに

おける移動体端末は，GPS を用いて自身の位置情報
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(緯度経度情報)を取得できるものと想定する．各端末
は，隣接する (互いの無線範囲に存在する)端末群と位
置情報を適当な時間ごとに交換する．なお，パケット
の送信時にも，位置情報を交換することにより，隣接
する端末群の位置情報をなるべく新しいものに更新で
きる．なお，端末間の通信はピアトゥピアであり，全
てのリンクで双方向であると仮定する．提案する手法
は，中継プロセスと限定フラッディングの２フェーズ
からなる．以下でそれらについて述べる.

中継プロセス

送信端末が特定地域の全端末へのマルチキャスト配
信を開始する際，管理している隣接端末群の位置情報
を用いて，宛先領域の中心地に近い k個の端末に対し
てパケットを転送する (図 1)．kの値は，宛先領域の大
きさ及び隣接端末数の位置により適切に決定する．パ
ケットを受信した端末は，自身の位置情報と宛先領域
を比較し，自身がその外部に位置すれば，パケットを
同様の手順で中継する．
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図 1: 中継プロセス (k=2)

宛先領域の内部に位置する端末がパケットを受信す
ると，下記の限定フラッディングを行う．

限定フラッディング

宛先領域の内部に位置する端末は，隣接端末群のう
ち，宛先領域内に位置する端末にのみ受信パケットを
転送する (図 2)．なお，中継プロセス，限定フラッディ
ングのいずれにおいても，端末が同じデータを何回も
転送する事を防止するため，各パケットにはシーケン
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スナンバーを付加する．

宛先領域

図 2: 限定フラッディング

3 複数の宛先領域が
ある場合への拡張

複数の宛先領域へのマルチキャスト配信も検討して
いる．各宛先領域に対し，単純に上記の提案方法を用
いれば配信可能であるが，リンクコストを考慮し，あ
る程度経路を共有するような複数の宛先領域へのマル
チキャスト配信 (図 3(b))を検討している．
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図 3: (a)提案手法を複数の領域に用いた例 (b)よりリ
ンクコストの少ない配信の例

4 性能評価
提案した手法の有効性を検証するため，簡単なシミュ

レーションを行った．本稿では，端末数や無線範囲の
違いにより，宛先領域内に位置する全端末のうち，ど
れだけの端末にデータを配信できたか（すなわち配信
達成率 [3]）を性能評価の指標とする．
実験では，アドホックネットワーク空間を 1000m×

1000m，宛先領域を 300m×300m，アドホックネット
ワーク空間における全端末数を 30個とし，各端末の
初期位置をランダムに与え，端末は移動しないものと
する．このもとで，無線範囲の違いにおける宛先領域
への配信達成率を，転送端末数が 1，2(k=1，2)の場
合と，文献 [3] で提案されているプロトコルの場合で
比較した (図 4)．また，その際に各端末により転送さ
れた総パケット数も測定した．
グラフより，提案手法は文献 [3]で提案されている

プロトコルよりも宛先領域への配信達成率が高いこと
がわかった．また，無線範囲が 200mの場合，k=2の

配信達成率は k=1よりも高いが，その分転送されたパ
ケットの数も多いので，メッセージと配信達成率の間
にはトレードオフが存在すると考えられる．この結果
を考慮に入れ，転送端末数を決定する方式を考案する
予定である．また，端末の移動を考慮したより詳細な
シミュレーションを行う予定である．
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図 4: (a)配信達成率 (b)転送されたパケット数

5 おわりに
本稿では，端末の位置情報を利用して特定地域内に

位置する全端末へのマルチキャスト配信を行う手法を
検討した．現在，他の指標による評価を行うためのシ
ミュレーション実験を行い，提案手法の有効性を検証
している．
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